
平成28年(2016年)２月９日 
第３回がん対策部会 資料５ がん対策アンケート結果から導き出される札幌市の課題案 

○ がん対策アンケート結果から導き出される札幌市の課題案 

 ⑴ がん検診の受診意向割合は高い一方で、実際にがん検診を受診する割合が低い 

 ⑵ 従業員等にがん検診を実施する事業所が少ない 

 ⑶ がん患者及びその家族等ががんについて総合的に相談しやすい環境整備が不十分 

 ⑷ がん患者が仕事と治療を両立できる環境整備が不十分 
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⑴ がん検診の受診意向割合は高い一方で、実際にがん検診を受診する割合が低い 

全額自己負担

でも受診した

い・受診して

いる

15.1%

費用助成があ

れば受診した

い

37.1%

無料であれば

受診したい

37.8%

あまり受診し

たくない

7.2%

受診しない

2.8%

31.7 

38.2 

46.1 

12.5 

38.8 

39.9 

11.8 

13.8 

7.6 

7.1 

9.6 

9.5 

23.3 

25.5 

12.7 

12.9 

21.6 

16.0 

32.3 

21.0 

31.5 

63.1 

29.3 

33.5 

0.8 

1.5 

2.1 

4.4 

0.6 

1.1 

0% 25% 50% 75% 100%

乳がん

（Ｎ＝1065）

子宮頸がん

（Ｎ＝1056）

肺がん

（Ｎ＝1589）

ピロリ菌

（Ｎ＝1514）

胃がん

（Ｎ＝1649）

大腸がん

（Ｎ＝1641）

1年以内に受診した 2年以内に受診した

受診したが、ここ2年間は受けていない 受診したことはない

覚えていない・わからない

各がん検診の受診意向 各がん検診・検査の受診状況 



3 

⑵ 従業員等にがん検診を実施する事業所が少ない 

各がん検診の実施状況 がん検診の費用負担の状況 
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大腸がん(N=1,054) 27.4 23.4 7.4 4.8 39.0

胃がん(N=1,054) 27.0 24.0 6.6 5.2 38.6

胃に関する検査(N=959) 7.2 27.6 2.7 2.7 62.6

肺がん(N=1,033) 28.3 19.6 6.2 2.9 44.5

子宮頸がん(N=990) 8.3 34.5 9.5 2.7 46.7

乳がん(N=991) 8.8 35.5 9.6 3.0 44.9



⑶ がん患者及びその家族等ががんについて総合的に相談しやすい環境整備が不十分 

がんや予防・治療方法について誰に相談したいか（がん患者の家族） がんや予防・治療方法について誰に相談したいか（がん患者） 

がんや予防・治療方法について相談した先（がん患者） がんや予防・治療方法について相談した先（がん患者の家族） 
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「がん相談支援センター」の認知度（がん患者） 「がん相談支援センター」の認知度（がん患者の家族） 
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⑷ がん患者が仕事と治療を両立できる環境整備が不十分 

罹病・怪我時の休暇・休職・勤務形態を 
就業規則等で規定しているか 

仕事と治療の両立ができる 
職場づくりへの考え・取組状況 
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  ・全国と比較してがんによる死亡率が高い 
  ・他政令市と比較して喫煙率が高い 
  ・若い世代に運動習慣のある人が少ない 
  ・職域でのがん検診の実態が不明 
  ・全国と比較して女性特有のがんによる若い世代の死亡率が高い 
  ・精密検査受診率が低い 
  ・その他アンケート調査から抽出予定 
  → ・従業員等にがん検診を実施する事業所が少ない 
     ・がん検診の受診意向割合と比較したがん検診受診率と精密検査受診率が低い 
     ・がん患者及びその家族等ががんについて総合的に相談しやすい環境整備が不十分 
     ・がん患者が仕事と治療を両立できる環境整備が不十分 

○ 札幌市の課題（案） 


